
■平和の作り方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 540号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで「実現倶楽部」を中心に松村拓也の活動について、ほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 先週の報告 

 

先週は、終戦の日を中心に様々なテレビ番組を横目に見ながら、戦後 80年、昭和 100年を噛み締める週でした。 

作業的には、先週の web サイト移管作業に引き続き、一宮庵から依頼された新サイトの構築を進めながら、

8/15(木)には一宮庵月例祭後の直会で、参加者の皆さんとともに一宮庵倶楽部を設立しました。 

その後、内容確認を済ませた上で、8/17(日)の深夜サイトの移転とリニューアルを完了しました。 

内容はまだ粗削りですが、ご笑覧いただき、是非一度一宮庵にも遊びに来ていただければ幸いです。 

https://ikkuan.com/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお誘い 

 

今回から、シンプルな表記に修正します。 

１．実現倶楽部 zoom・MTG 

毎週水金日の 19-21 時、このメルマガについて自由に議論する時間を取っているので、お時間ある方、是非お

問い合わせください。 

２．終の住み家を作ろう会 https://shokeikan.com/mtg25 

8/21 の 18 時から、笑恵館の主題である「最後まで生きる=死ぬことができる家」について、ざっくばらんに語

り合います。参加無料、自分の飲食を各自持参する持ち寄り形式で、今後毎月第 3 木曜日に開催しますので、

是非ともご参加ください。面白いゲストも呼んでます。 

３．名栗の森・見学説明会 https://land-resource.org/naguri/guidance/ 

8/24 の 10-11 時、埼玉県飯能市の名栗湖に隣接する「名栗の森」で、見学説明会を開催します。松村は朝 8 時

ころから現地でチラシを配りながら登山者に辻説法致しますが、10 時にはオーナーシップクラブのメンバーが



やってきて、参加者をご案内いたします。毎週第 4日曜日に開催していますので、是非一度お越しください。 

４．その他のお誘い 

上記の他、僕は火・木・土は世田谷の笑恵館・一宮庵・日楽庵を中心に、残りの水・金・日・月は、大田区の

ふきの庭を中心にカブ（原付バイク）でどこでも駆け付けますので、遠慮なくお誘い下さい。 

 

上記以外の時間帯は、24時間営業ですので、いつでも気軽にお問合せ下さい。 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 実現ブログより：平和の作り方 

 

「将来に不安を感じたり、日々鬱々と暮らすのは、日本が平和だからのような気がする。今若者たちが、結婚

したり子どもを作る気になれないのも、その影響だと思うけど、おじさんどう思う？。」 

先日、甥っ子からこんなことを聞かれた僕は、「へえ、そうなんだ。」と感心したような顔をしてしまったが、

すぐに反論しなかったこと、出来なかったことを悔やんでいる。 

もちろん彼の話を否定したいのでなく、その考えに至った経緯や、それを確信しつつある理由、そしてそれが

もたらす未来について、議論出来なかったことへの後悔だ。 

振り返れば、この話を聞いた時「人々は平和のおかげで不幸になる」と超乱暴に要約した僕の中には、賛否2人

の自分がいて、すぐさま両者の議論が頭中で始まった。 

「へえ、そうなんだ。」は、「うわの空」を意味するむしろ最悪の返事に思え、後悔の念は募る一方だ。 

そこで今日は、この議論を進め、甥っ子に対し近日中に「ところで、先日の平和のことだけどさ、、、」と切り出

したい。 

・ 

まずやるべきことは、先ほどの問いに対する返答だ。 

「おじさんどう思う？」に対しては、即座に「ぼくはこう思う。」と答えるべきだろう。 

でも、正直言ってあの時は何も思っていなかった。 

なので、せめて「なるほどね、僕には平和が不幸の原因になっていると聞こえたので、頭の中で賛否両方のシ

グナルが猛スピードで点滅中だよ。」くらい言えれば良かったと思う。 

相手に対し、経緯や理由そして未来について尋ねたいと思うなら、まずは自分の状況を具体的に説明すること

でその意思表明をすべきだろう。 

よし、これで甥っ子対策は完了で、あとは議論を楽しめば良い。 

だが問題は、それまでの間「僕が何をどう考えたのか」を問われるに違いないし、僕だってそれを是非伝えた

い。 

という訳で、「情報（情けに報いる）」の意味の通り、甥の問いかけに報いるために、僕は考える。 

・ 

まず「平和のせいで、つまらないことばかり考えてしまう」という指摘は正しいと僕は思うが、それは平和の

一面でしかないはずだ。 

戦争や災害、飢餓や疫病など、生存が脅かされるような危機が無い平和を「否定的平和(negative peace)」で、

その逆に自由とか平等など生存に必要なことが充足する平和を「肯定的平和(positive peace)」と言うそうだが、 



上記の平和は明らかに「否定的平和」を指す。 

パクチーハウスで知られるKS君の「旅と平和」と言う会社名は、彼がイギリスのブラッドフォード大学大学院

（平和学専攻）に留学した際の修士論文名だ。 

ところが当時の平和学は、軍事、医療、経済など圧倒的多数が否定的平和を担っており、自由に旅ができると

いう肯定的平和に関する研究は、教官たちから相手にしてもらえなかったという。 

「何かの無い平和」が、次第に「何もない平和」に置き換わり、虚無の世界をもたらすなら、「何かがある平和」

の何かを探すことを、人々に伝えたい。 

・ 

だが、もっと深刻なのが、世界を平和だと感じていることそのものだと僕は思う。 

先ほど述べた、戦争や災害、飢餓や疫病などの生存が脅かされるような危機は、どれ一つとして無くなるどこ

ろか増える一方だ。 

確かに、自分の周囲には、そんな危機は見当たらず、平和に思えるのかもしれないが、それはその人が世界を

狭くしているだけで、その外を他人事として排除している。 

確かに平和な世界を実現するには、否定と肯定双方の努力をする他に、平和でない部分を除外して、平和な部

分だけを切り取る方法もある。 

〇〇主義とか、〇〇ファーストなど自分達だけの世界を目指す排他主義が横行するのはそのせいで、世界が標

榜する「多様性(diversity)」や「包括性(inclusion)」の対極だ。 

こうした排他主義の支持が高まっていることも、「平和」を「平和でない状態の排除」にすり替える企みだ。 

・ 

なるほど、ようやく「今日のなるほど」に辿り着いた。 

僕が熟慮の末辿り着いた思いは、「平和」を明確化するために「平和でない状態＝不平和」の議論が不可欠とい

うことだ。 

平和には、肯定的要素と否定的要素があるのは否めないが、それをうやむやにせず、しっかりリストアップす

ること、もしくは、全ての事象についてどちらに属するのかチェックすることが必要だ。 

アメリカファーストは、平和の肯定的要素と否定的要素のいずれかを考えれば、おのずとその是非は明らかに

なるだろう。 

平和な世界を実現するなら、「平和」を尺度に物事の是非を判断するのは当たり前となるだろう。 

だとすると、ここで究極の問い「誰もが平和を求めているのか？」が生まれてくる。 

次回、甥っ子に会うのが楽しみだ。 

 

https://nanoni.co.jp/250818-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 居場所・連絡先 

 

松村拓也 メール takuya@nanoni.co.jp 

     携帯 090-9830-3669 

 

■拠点 

一宮庵  東京都世田谷区成城 6-22-7 

火曜   https://ikkuan.com/ 



笑恵館  東京都世田谷区砧 6-27-19  

木・土曜 http://shokeikan.com/ 

ふきの庭 東京都大田区東矢口 1-10−8 

上記以外 http://fuki.land-resource.org/ 

 

■主な所属法人: 

取締役  (株)なのに http://nanoni.co.jp/ 

取締役  (株)KITAKEN 

代表理事 (一社)日本土地資源協会 http://land-resource.org/ 

監事   (一社)ワンフォーワン https://oneforwan.org/ 

監事   (一財)八島花文化財団 https://yatsushimahana.com/ 

監事   (特非)外浦の未来をつくる会 https://www.facebook.com/sotouranomirai 

監事   (特非)えん https://www.act-en.org/ 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


